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土躍日昭頴46年3月20日
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.号

外

奇
形
化
さ
れ
虐
げ
ら
れ
た
受
験
能
活
を
経
て
、
な
お

も
消
し
去
る
こ
と
の
で
き
ぬ
自
ら
の
全
面
朗
な
発
展
を

い
ま
新
た
に
学
生
と
し
て
の
出
発
か
ら
発
渕
と
し
て
意

⊃
欲
さ
れ
る
新
入
生
諮
君
に
と
っ
て
、
京
都
大
学
新
聞

(週
刊
・
一
部
二
十
円
)
の
定
期
購

読
は
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

泉
都
大
掌
新
圖
は
、
学
生
新
聞
の

う
ち
で
は
、
数
少
い
週
刊
鮒
を
維
持

し
、
毎
昼
ヱ
ハ百
q半
均
の
紙
面
を
読
者

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

は
、
ニ
ム
ー
ス
、
評
諭
、
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
、
研
究
論
文
、
茱
術
評
な
ど

幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
読

者
の
厚
い
信
頼
を
か
ち
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
京
都
大
学
に
お
け
る
唯

一
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
創
刊
以

来
四
十
六
年
の
伝
統
の
継
承
と
そ
の

発
展
の
な
か
で
、
現
在
で
は
、
学
生

の
み
な
ら
ず
全
国
の
労
働
者
、
市
民

毎週月曜日
密

二
月
の
「
五
〇
〇
号
紀
念
纏
歯
叩男
を
無
料
で
お
屑
け
し

読
考
を
期
し
て
い
ま
す
。
一
五
〇
〇
号
に
よ
っ
で
紙
面

の
各
領
域
に
総
体
的
に
賞
か
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
視
点
は

了
解
い
元
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、し
か
レ
、京
大
新
聞

の
す
ぐ
れ
た
意
鶉
は
と
り
わ
け
日
々

ヒ ノ

京大めメディアを

お届けします

 

の
聞
に
も
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。紙

面
の
概
容
は
下
欄
に
て
紹
介
し
ま
す
が
、
新
入
生

諸
君
に
は
と
く
に
、
わ
れ
わ
れ
の
新
聞
活
動
の
成
果
と

し
て
現
在
的
な
到
達
点
を
集
約
的
に
衰
現
し
た
昨
年
十

激
動
す
る
学
内
。
社
会
動
向
の
な
か

で
週
を
追
っ
て
発
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
煙
に
リ
ア
ル
な
問
題
罷
起
を
行

う
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
ね
は
な
り
ま

せ
ん
。
新
入
鯨
諸
君
に
は
、
下
宿
な

ど
住
所
が
決
り
次
第
、
定
期
購
読
の

手
続
き
を
急
が
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。
一H.月
二
十
七
、
二
十
九
日

の
身
体
検
査
お
よ
び
四
月
十
二
日
の

入
学
式
の
当
百
に
は
会
場
で
の
受
け

付
σ
を
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
紹
集
部
で
は
、
新
入
生
か

ら
の
紙
面
に
対
す
る
批
判
と
漸
新
な

問
題
提
起
な
ど
を
通
し
た
紙
面
の
畳

冨
化
と
、
学
生
と
し
て
の
共
同
の
発
展
を
期
待
b
て
い

ま
す
。
と
く
に
新
入
生
と
の
相
互
討
論
の
械
会
を
準

鍔
レ
、
積
極
釣
な
編
集
活
動
へ
の
.渉
画
を
待
う
て
い
ま

す
9
」

照㎜田㎜㎜燭㎜㎜㎜㎜ロ㎜㎜開㎜鵬り㎜㎜
、

㎜㎜㎜㎜㎜郡

闘
大
正
十
四
年
、
京
都
帝
国
大
学
新
脱
と
し
て
故
佐
々
木
惣
】郎
博
士
を
部

畏
に
創
立
。

■
昭
和
初
年
、
半
月
刊
か
ら
旬
刊
、
つ
い
で
週
刊
発
行
に
移
る
。
こ
の
ζ
ろ

、
か
ら
す
で
に
、
取
桝
、編
築
活
動
は
学
生
だ
け
の
手
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、

学
囚
唯
一
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
独
自
な
活
勧
を
展
開
し
て
い
た
○

■
滝
川
事
件

(昭
和
八
年
)
な
ど
に
顕
啓
に
見
ら
れ
る
戦
前
・
戦
中
の
言
諭

・褒
現
に
対
す
る
フ
7
シ
ズ
ム
の
弾
圧
の
嵐
の
中
も
、
当
時
と
し
て
は
先

進
的
で
あ
っ
た

「翼
理
の
探
求
、
学
術
の
造
歩
、
反
戦
自
由
」
の
主
彊
を

曲
げ
ず
発
刊
を
守
り
通
す
o

■
戦
争
中
、
敗
載
直
後
の
混
乱
朔
に
も
発
刊
を
続
け
、
昭
和
一H工
-
一年
、
一

時
「
学
園
新
図
」
と
変
名
さ
れ
て
い
た
呼
称
を
千
号
を
櫓
会
に
『京
都
大

学
新
閃
」
と
し
て
、
名
実
と
も
京
都
大
欝
唯
一
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
確
立

さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

メ

置
現
在
、
全
国
の
学
生
新
聞
と
し
て
は
鰻
多
発
行
号
戦
の
千
五
百
十
「,「号
を

、

数
え
、
学
生
存
在
と
い
う
共
通
の
基
盤
に
根
を
も
ち
な
が
ら
、
現
代
日
本

の
文
化
的
、
思
想
的
、
政
治
的
状
況
に
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
、
衷
現
活
勘
を

通
し
て
根
漂
的
な
閥
題
斑
起
を
大
胆
に
展
開
し
続
け
て
い
ま
す
。

嗣
ま
た
、
四
十
五
年
十
二
月
、
京
大
で
開
か
れ
た
全
国
学
生
新
面
連
盛

(全

学
新
)
第
二
十
五
回
大
会
で
、
委
員
長
校
に
選
出
さ
れ
、
全
国
の
組
織
化

じ

の
中
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

}通
常

号

発
行

　
(籍
昌
邑

○
商
築
新
面
の
主
彊
す
る
「
客
観
点
視
点
」
の
幻
想
性
を
打
ち
破
る
、
共
通

穆

聡

認
醗
に
蓑

れ
奮
点
か
ら
の
蕩

器

な
。
、

○
日
本
を
含
め
た
全
世
界
史
的
規
野
と
い
う
広
義
な
憲
味
で
の
く
状
況
V
及

ぴ
、
京
大
に
お
け
る
様
々
な
運
勘
が
創
り
あ
げ
た
文
化
、
政
治
状
況
の
中

か
ら
必
然
的
に
出
て
来
た
問
題
意
識
に
対
応
す
る
各
租
諭
文
・
ル
ポ
ル
タ

7
ジ
ュ
・
鞭
告
。
(原
稿
は
学
生
・現
場
労
働
者
・
知
蹴
人
に
渡
り
広
く

依
頼
し
て
い
ま
す
)

○
書
評
・
映
評
・近
穂
雑
誌
・
新
刊
紹
介
な
ど
、
書
籍
、
映
画
な
ど
の
紹

介
、
疵
判
的
検
証
。

○
こ
く
ば
ん
。
こ
と
ぱ
の
現
象
学
。
學
鳴
・
複
限
時
評
・
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

な
ど
の
コ
ラ
ム
、

、

ロミ

ロコ　
ロ
　コ
サ

コ
　ヨ

特

集

.号

企

画

0
新
入
生
特
集
号
・受
験
生
勢
集
号
。
そ
の
他
状
況
に
応
じ
て
特
集
●

「

ほ

き

び

懸

賞

小

説

　

ロコサコロロのコ　

ロミ

　コロロこ

毎
年
広
く
全
国
の
学
生
か
ら
募
集
、
今
日
の
文
化
的
貢
困
状
最
を
克
服
す
べ

き
も
の
と
し
て
積
極
的
に
蜜
伝
、
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
う
選
看
と
し

て
は
井
上
光
曙
氏
、
高
柵
和
巳
氏
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
.

一

蘇

版
の
発
鴛

.

京
大
新
面
の
紙
面
と
活
動
を
麿
史
的
に
伝
達
す
る
た
め
、
大
正
十
四
年
か
ら

昭
和
四
十
五
年
ま
で
、
α
刊
以
来
の
全
祇
を
六
巻
に
分
け
て
発
刊
。
今
年
二

月
、
つ
い
に
完
縞
し
ま
し
た
。
硯
在
、
第
二
期
刊
行
に
む
け
て
準
傭
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

F

細

版

活

勲

▼

六
十
九
年
、
京
大
闘
争
の
渦
中
で
「京
大
闘
争
』

(三
「書
房
)
を
編
桀
、

今
後
、
パ
ン
フ
レ
ッ
上
惚
含
め
て
数
々
な
形
式
で
積
極
的
に
出
誓

動
を
推

進
す
る
つ
も
り
で
す
。

の

コ

脚
そ

の
他

の
活

動

蝋

'.

○
各
租
講
演
会
・
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画

(紙
面
化
も
含

む
)

○
コ
ミ
ュ
ー
ン
爽
行
委
員
会
の
樹
成
団
体
の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
疹
加
し

て
い
ま
す
。

◆
ル
ポ
・
中
田
/
京
大
訪
中
グ
ル
ー
プ

(十
月
十
九
甘
号
、
二
十
六
日
号
、
十
一

月
二
日
号
、
九
日
号
)

◆
〈
存
在
〉
の
解
放
に
向
け
て
/
コ
5
、ユ
ー
ン
ー0
・
11
月
学
生
委
員
会
(十
月
十

九
侍
ロ
ロ弓、
一
一十
山
ハ日
昼
ψ

懸
鞍
賜
髪
織
幹
」

◆
パ
リ
通
信
・ふ
た
た
び
燃
え
る
炎
/
本
紙
バ
リ
狩
派
員

(十
一
旦
一平
B
号
》

◆
い
ま
解
体
し
っ
つ
あ
る
も
の
は
何
か
ー
非
演
劇
的
演
尉
諭
の
試
み
/
菅
孝
行

(十
二
旦

単十
}
日
号
)

/

◆
進
行
す
る
確
防
法
体
靱
と
は
何
か
/
横
川
勉

(
一
月
十
「
臼
号
よ
り
達
購
中
)

◆
沖
縄
ル
ポ
。欄
出
す
る
階
級
的
工
ネ
ル
ギ
ー
/
纏
集
部

(
一
星

一
十
五
日
号

二
羽
百
餐

;
穴
昌

)

・

◆
ゴ
ー
デ
ス
ペ
ル
グ
綱
領
へ
の
道
ー
帝
国
の
国
民
統
合
運
勤
と
総
評
・
社
会
覧
分

裂
期
の
労
働
者
運
動
/
有
田
越
郎

(
一
月
十
一
日
号
)

◆
ル
ポ
・
日
産
車
体
闘
争
/
編
集
部

(二
月
八
日
号
、十
五
日
号
、二
十
二
圓
号
)

◆
四
国
ル
ポ
・地
域
開
発
の
中
を
/
編
集
部
(
二
月
二
+
二
日
号
よ
り
達
載
中
》

◆
靖
国
閻
題
に
つ
い
て
/
ナ
イ
ト
コ
ミ
ュ
ー
ン
事
務
局

(二
月
七
日
号
)

◆
急
使
-
演
劇
戦
練
/
和
田
耕
治
O
二
月
一、臼
肩
よ
り
渡
載
中
)

◆
三
里
塚
ル
ポ
・
こ
の
土
地
は
わ
が
も
の
に
あ
り
て
わ
が
も
の
に
あ
ら
ず
/
編
集

部

(一斎
月
一日
号
よ
り
連
載
中
)

◆
ア
ビ
ー
ル
・漸
病
楳
移
転
阻
止
へ
の
最
終
局
面
を
む
か
え
て
〇
一胃
一
日
琶

◆
そ
の
飽
、
入
蟹
、
反
軍
、
=
苗
奪
な
ど
を
め
ぐ
る
鱒
集
企
田
や
ル
ポ
e

◆
欝
評
、
映
評
、
継
誌
、
パ
ン
フ
の
紹
介
な
ど
。

団
「一ユ
ー
ス

,

10
・
趾
鮮
烈
な
突
撃
、
政
府
打
倒
へ
(十
月
;
工
合
H号
》
/
教
費
部
政
治
ス

ト
(
十
一
月
九
日
号
)
/
沖
縄

「国
政
参
加
」
選
挙
粉
砕
闘
争
・
現
地
報
告

(十
一月
十
六
日
号
V/
入
管
闘
争
の
全
国
的
績
含
を
(十
一
昼

一十
一一百
号
)

/
全
学
新
第
一.一十
五
回
大
会

亭
†
二
月
二
十
九
日
号
)
/
投
莱
料
闘
争
、
教
費

部
代
醸
員
大
会
流
会
(十
二
月
二
十
一
日
号
)
/
入
管
行
政
と
の
対
決
を
畿

月
十
九
B
号
)
/
コ
ザ
決
起
に
騒
乱
罪
適
用
さ
る

(
一
月
十
一
日
号
)
/
軍
犬

決
戦
二
周
年
(
一月
二
十
五
日
号
)
/
沖
縄
闘
緕
、
2
・
4
を
ス
テ
ッ
プ
に

(二
月
一
日
号
)
/

文
学
部
、
農
学
部
な
ど
、
闘
い
の
炎
あ
が
る

O
冒
伺八

日
§

/
二
月
十
二
、
±
一百
文
学
部
実
カ
ス
ト

(二
月
十
署首
号
)
/
医
学

郁
長
室
占
拠
、
新
病
棟
登
職阻
止
へ
(二
月
二
十
二
日
号
》
/
ロヨ
翼
諏
憂
期
決

戦
に
突
入

(一一百
二
日
号
)
ほ
か
。

団
今
後
わ
れ
わ
れ
が
、
学
内
、
学
外
で
当
面
す
る
鰭
躁
題
へ
の
徹
遜
的
な
取
り
組

み
を
追
求
す
る
つ
も
り
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
同
題
凝
起
や
投
稿
な

ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
.

彗

開謹
髄
●
閲
陶

轟
53
羅
轟
臨
08
鷺
認
圏轟

弱
闘
卿
脆
認
琵
路

開"19
謄
彗

器
暮
10
鱒
聞
噂H
譜
縄
藷
闘
閣
開
舘
鍾
"詔

01
鱒
豊1
"琵
38
謡
目
隔
鱒
■
蓑

賜
開
匹

舞

謄器
11
11
四
罷
嚢

開
朋
胴
聖
閥
璽

隔
鱈
鱒
翻

雌
闘
・

　 コ　 　 　 　　

久 野 収(醇 者)遡

情報糎 大な支配的イデオ畔 一壱譜理されつつ自1、 離 ∈
己増魅 繰り返して・・く獄 姓 きる人 レ々ま、その情1灘 驚

望譜 欝 篭欝 嘉懲 む離 畿1謬1嚢1
して氾濫させている報道や齢評も、過去に対する事後 聖薦隅 礁轟織

迫認とはなりえでも、私達が日々獲得参べき未来を拓くものでは決して
・ないといえましょ『う。

り讃 言灘 議綴ll謡謹 覆難 とを叢欝 欝
をつかみとり、学生のみならず広く労働者、市民に鋭い問題を挺起しよ
うと努力していることは高く評価できると思います。

また、私は京大在学時代から忌 臓 年来の瀦 ですが、このほど砺

された 「京都大学新聞 。縮刷版」には、学生が語 りついだ昭和史として

さまざまな貴重な資料を得ることができ、喜こんでいます。

1四川脆お す す め しま す

「激動の70年代」と呼ばれる時代を迎えて、現在ほど.日 々の政治的
・社会的な動向が、錆個人の現実的な違命を決定づける憲味で盈大なと
きはないといえるし

京都改学新聞は馳支箆権力による政治的 ・社会的な攻撃の本質的な懲

味を認鳳することを読者に可能ならしめる存庄として、また現体制のも

つ抑圧からの解放を目拒して凹われている諮々の闘いの実像を克明に伝

える数少ない存在として℃ますますその 臓 が重 養なもの とな ってい

識はそれ自体.自 らの現
のであるoこ の点でも京

現窯に対する尉1聾的かつ

捌視を切 り拓く鋭い閤題

かち沈ている●
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華

京
大
で
は
昨
年
か
ら
日
共
系
学
生
に
よ
る
「第
二
新
聞
」
で
っ
ち
あ
げ
の
策
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
四

月
に
は
、
学
内
摺
勢
に
不
案
内
な
新
入
生
鋳
君
の
前
に
、
「京
都
大
掌
学
園
新
聞
」
を
名
乗
っ
て
鷺
場
せ
ん
と

b

-

3
B
幽巴
.ー

剛

}

套

、
警

霧

・
本
質
藝

・
畢

る
た
め
・
ど
の
・
・
霧

・
≒
贅

・
批

麟
醸
隣
醸
謙
霧
耀
懲

i

看

i

i

冒
曾…

竃
巳
■膠
星

-

璽
-
曾

自
立
的
な
学
生
新
麗
に
対
ず
る
、
日

共
系
学
生
の
融
壊
行
為
は
、
全
国
的
に

夏
開
さ
れ
て
い
る
●
六
十
八
年
十
二
月

の
立
命
鋸
大
学
新
蘭
社
に
対
す
る
の
っ

と
り
策
勘
は
、
テ
ロ
刀
ズ
ム
と
デ
マ
ゴ

ギ
ー
を
甲
雪

L
た
暴
虐
き
わ
ま
る
も

の
で
あ
っ
た
ζ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

京
大
に
お
い
て
は
、
暉
雫

「京
大

週
薇
」
な
る
タ
プ
ロ
雫

版
の
新
聞

が
、
一
時
期
、
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、

ま
,
た
く
大
衆
化
せ
ず
に
挫
折
。
そ
の

後
、
「新
聾
研
究
会
」
と
い
う
名
称

で
、
「第
[
薪
聞
」
の
準
儒
が
す
す
め

ら
れ
て
い
た
噂
.

昨
年
Ψ
行
な
わ
れ
た
「同
学
会
選

箏
」
に
お
い
て
、
日
共
系
学
生
(全
学

.達
遮
絡
会
巌
)
は
、
「
民
主
的
学
生
新

聞
の
創
刊
」
を
政
策
に
か
か
げ
た
。
そ

も
そ
も
、
こ
の
「選
挙
」
は
、
昨
年
占ハ

昆

、
閣
星
生
か
ら
、
学
萎

の

開
蟹

ハ番

暑
を
つ
ぎ
つ
け
ら
れ
て
逃

亡
し
、
崩
壌
し
て
い
た
.「執
行
部
」
の

選
響
が
蜜
示
レ
た
も
の
,で
あ
り
、
規
約

に
よ
7皇
ハ
月
改
選
を
、
半
年
も
遅
ら
せ

て
行
な
わ
れ
た
全
く
不
当
な
も
の
で
あ

う
た
o
ま
た
大
衆
的
な
選
挙
粉
砕
、
ポ

イ
コ
ッ
小
行
助
の
中
で
、
こ
の

「
選

挙
添゚
、定
足
数
に
達
し
た
な
ど
と
は
と

う
て
い
、
考
え
ら
れ
な
い
。
(し
た
が

9
て
、
新
入
生
罐
君
は
、
己
の
同
学
会

「
鱗
行
部
」
に
対
し
て
同
掌
豊
憂
款
一

い
込
書

憂
は
金
く
な
い
。
不
当
な
徹

紋
儲
臓
く
糾
騨
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
)

「
選
挙
」
後
、
一
月
九
日
♪
「同
学

会
代
麟
員
会
」
が
開
か
れ
た
。
十
日
付

と
す
る
努
力
な
の
で
あ
る
が
、
同
学
会

の
「新
聞
局
設
置
決
ま
る
ー
」
と
い
う

「執
行
部
」
そ
の
も
の
の
、
宗
派
性
が

新
聞
研
究
会
の
ビ
ラ
に
よ
る
ζ
、
「代

明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上

議
員
脊
志
か
ら
提
出
さ
れ
た
「新
聞
局

、
茶
番
劇
に
し
か
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

設
鷹
に
関
す
る
提
案
」
を
審
譲
し
、
滴

十
七
日
、
「
同
学
会
新
聞
局
」
名

場
一
致
で
採
択
し
た
。
」
と
さ
れ
て
い

で
、
「
編
藥
員
の
募
築
を
十
八
日
～
二

る
。
そ
し
て
こ
の
「同
学
会
へ
の
新
園

十
日
の
間
、
行
な
う
」
と
の
「告
示
」

厨
設
畳
」
を
、
「
新
聞
研
究
会
」
は
「

が
出
さ
れ
た
。

　
に
モ
ヤ
　
ロ
の
　
　
を
お
　
す
る
　

と
こ
ろ
が
ヘ
ニ
ホ
ゐハ　
マ
　
　
ゐ

鞭
縫
灘
鞭

,

8

月
二
十

一
日
、
正
式
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
、
新
聞
社
は
四
月
創
刊
を
め

ざ
し
、
鋭
意
準
備
中
で
す
o
」

雅
で
も
、
気
が
つ
く
こ
と
で
あ
る
が

こ
の
十
日
間
の
う
ち
に
、
「同
学
会
新

聞
局
」
か
ら

「京
大
学
園
新
閲
社
」
へ

の
名
称
の
す
り
か
え
が
行
な
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
「
同
学
会
新
聞
局
」
で
は
、

あ
ま
り
に
も
宗
派
新
聞
と
し
て
の
性
格

が
明
確
に
な
り
す
ぎ
る
と
考
え
て
、
わ

れ
われミ　
　　ギミ

と　
　を

舖
麓
緊

講

難

翫

部
」
が
全
学
生
添
ら
遊
魅
し
て
い
る
ζ

と
に
対
し
て
、
非
常
に
自
覚
的
で
は
あ

る
。
)
何
が
な
ん
で
も
一
刻
も
軍
く
、

御
用
新
聞
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、

あ
せ
っ
た
た
め
、
醜
態
が
生
じ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
・

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
星

午
八

日
、
「
同
学
会
「執
行
部
」
の
「民
主

.

.的
新
聞
」
の
非
民
主
性
を
糾
弾
す
る
」

と
い
う
、
H
・
M
君

(皿
A
)
、
Y
。

Q
君
.(∬
J
)
連
名
の
ビ
ラ
が
出
る
に

お
よ
ん
で
、
「編
集
」員
公
募
」
と
い

う
、
こ
れ
ま
た
「民
主
的
粉
飾
」
が
、

み
ご
と
に
剥
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
M
君

、
0
君
は
、
「同
学
会
噺
聞
局
」
に
応

募
し
「政
治
主
張
の
違
い
」
で
不
採
用

に
さ
れ
た
。
し
か
も
「応
募
者
」
は
、

こ
の
一
茗
だ
け
た
っ
た
の
で
あ
る
。
(も

う
と
も

ヨ　
の
ゑ
　
　
で
あ
り
も
か

灘
雛

あ
ろ
う
。'》

こ
れ
ら
の
破
縫
を
、
と
リ
ュ
ぐ
ろ
う

た
め
、
「準
備
号
」
で
は
、
「代
議
員

会
で
決
定
さ
れ
た
の
は
、
設
立
委
員
会

(ま
た
変
わ
ワ
た
ー
)
で
、
そ
の
第
一

回
総
会
で
「京
大
学
園
新
聞
」
と
名
称

を
決
定
し
た
の
だ
」
と
お
粗
末
な
「統

一見
解
」
が
で
て
い
る
。

、彼
ら
は
、
そ
の
準
備
号
で
吊
「京
大

新
聞
社
に
対
す
る
態
反
」
と
し
て
、
①

全
共
闘
運
動
の
押
し
っ
け
、
②
事
嚢

道
に
お
け
る
不
正
確
さ
、
の
二
点
を
批

判
し
て
い
く
と
し
て
い
る
.
こ
の
よ
う

な
中
傷
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
運
動
-
紙

面
を
再
度
つ
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

完
全
に
粉
砕
さ
れ
る
だ
る
っ
。

彼
ら
の
「学
新
還
勘
鹸
」
に
つ
い
て

は
、
以
下
に
そ
の
現
状
批
判
を
掲
載
レ

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
自
由
購
続

制
・
独
立
採
算
制
の
わ
れ
わ
れ
京
大
新

聞
社
に
対
し
て
、
岡
様
の
た
て
ま
え
を

持
つ
か
の
ご
と
き
粉
飾
を
こ
ら
し
て
、

日
共
・
民
青
に
忠
実
な
宗
派
新
聞
を
発

行
す
る
こ
と
を
画
策
し
た
の
が
今
回
の

第
二
新
聞
策
助
で
あ
る
。
「
京
大
週
報
」

1
「
新
阻
研
究
会
」
1
「
閥
学
会
新
聞

局
」
1
「学
園
新
聞
社
」
と
有
往
左
往

す
る
彼
ら
の
醜
態
を
曇
露
す
る
と
と
も

に
、
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
「七
.
八
割
を

結
築
す
る
同
学
会
遼
動
」
の
惨
め
な
破

産
の
現
実
を
つ
き
つ
け
て
や
ら
ね
ば
な

る
ま
い
。
諸
階
層
の
エ
ネ
ル
ギ
聾
を
即

自
性
に
固
定
化
し
π
ま
ま
の
囲
い
込
み

を
続
け
る
日
共
の
宗
派
還
勘
に
対
し
て

断
固
た
る
追
撃
を
与
え
る
べ
く
、
戦
列

の
先
頭
に
た
っ
て
闘
う
ζ
と
を
衰
明
し

て
お
く
。

破
産

せ
る
没
時
代
的
路
線

学
生
新
聞
運
動
の
歴
史
的
過
程
と
珪

諭
的
系
譜
を
検
証
す
る
な
か
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
こ
で
日
本
共
産
党
な
ら
び

に
民
青
同
の
「学
生
新
聞
」
活
勤
の
現

状
批
判
と
そ
の
全
き
破
産
を
明
ら
か
に

し
て
お
き
た
い
。
わ
れ
わ
れ
の
批
判
の
.

射
程
が
、
単
純
に
学
生
新
聞
観
の
み
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
文
化
飴
ひ
い

て
は
そ
の
革
動
論
に
及
ぶ
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。

日
共
の
学
生
這
動
論
、
学
生
新
聞
諭

日
共

「学
新
論
」
の
現
状
批
判

を
今
日
、
ま
こ
と
に
細
々
と
し
た
も
の

で
は
あ
る
が
、
「組
織
的
」
に
推
進
し

て
い
る
の
は
「全
国
学
生
新
聞
連
絡
セ

ン
タ
ー
」

(以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
呼

ぶ
)
を
称
す
る
団
体
で
あ
る
。
中
心
的

に
参
加
し
て
い
る
学
生
新
聞
は
、
横
浜

市
大
・
大
経
大
・
北
海
掌
園
大
・立
命

館
天
の
「第
二
」
な
ど
で
あ
る
が
、
全

く
当
然
の
ζ
と
な
が
ら
、
学
生
運
助
の

過
去
。
現
在
を
通
じ
て
の
拠
点
校
に
お

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
学
生
新
聞
遅
動
を

展
開
レ
托
て
い
な
い
。
簡
単
な
事
例
を

挙
げ
れ
は
、
教
育
の
帝
国
主
義
的
再
編

と
そ
の
矛
盾
の
噴
出
が
最
澄
早
く
、
し

か
も
顕
著
に
現
わ
れ
る
「
マ
ン
モ
ス
大

学
」
と
ぐ
に
首
都
圏
の
私
立
大
学
に
お

い
て
、
彼
ら
の
学
生
新
聞
は
た
だ
ひ
と

つ
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

彼
ら
の
運
勤
が
い
か
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
依
拠
し
て
い
る
炉
と
い
う
こ
と
の
諭

証
で
あ
る
。

(も
ち
ろ
ん
こ
の
事
実

は
、
わ
れ
わ
れ
の
疽
っ
て
き
た
学
生
運

助
、
学
生
新
聞
運
助
の
波
及
の
不
丁
分

性
と
し
て
総
括
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
受

京
大
新
聞
社
は
全
学
新
(含
日
本
聯
生

新
聞
運
盟
V
の
先
頭
に
立
っ
て
と
れ
を

克
服
す
る
努
力
を
競
け
て
い
る
こ
と
を

付
暫
し
て
お
き
た
い
V

全
掌
新
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、
セ
ン

タ
ー
は
彼
ら
が
六
〇
年
代
の
闘
螢
の
地

平
に
お
い
て
急
速
に
右
翼
化
し
、
全
学

9

新
か
ら
放
逐
さ
れ
る
と
と
も
に
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
学
新
運
動
と
闘
単

の
連
関
の
な
か
で
完
膚
な
き
ま
で
に
粉

砕
さ
れ
た
特
別
教
宣
部
隊
論
ー
サ
ー
ヰ

邑
レ
ー
シ
冨
ン
諭
に
し
が
み
つ
い
た
部

分
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
救
い
雄
い
こ
と
に
は
、
七
一

年
に
突
入
レ
た
今
も
っ
て
、
特
別
教
竃

部
隊
諭
の
道
具
主
覇
的
・
技
術
的
継
承

と
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
響
ン
酌
の
だ
き
合

わ
せ
で
も
,
て
、
ζ
の
京
大
に
お
い

て
覧
醜
悪
な
没
時
代
的
か
つ
反
革
命
的

な
方
針
11
「第
二
新
聞
」
策
動
を
行
な

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
別
教
宜

部
隊
鶴
と
ほ
、
端
的
に
は
レ
ー
ニ
ン

「全
国
政
治
新
聞
」
論
(
「何
を
な
す

べ
き
か
」
馨

の
単
線
的
応
用
で
あ

り
、
革
命
党
ー
労
働
者
。
人
民
の
図
式

の
な
か
に
そ
っ
く
り
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
が
日
共
の
学
新
験
を
指

し
て
、
そ
の
技
術
的
融
漬
だ
と
い
覧
た

の
は
、
日
共
自
体
の
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

党
化
の
故
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
活
防

衛
↓
住
民
運
助
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
喜

の
小
市
民
的
固
定
化
と
軌
を
一
に
し

た
、
学
園
に
お
け
る
掌
生
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
議
会
政
党
へ

の
か
こ
い
込
み
の
「道
凪
」
と
し
て
の

学
牛
薪
聞
諭
で
蓉

か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
「全
国

政
治
新
聞
」
を
ず
ぐ
れ
て
時
代
蹴
で
あ

り
、
か
つ
強
力
な
戦
略
性
を
も
つ
も
の

と
評
価
す
る
。
同
時
に
、
学
生
大
衆
の

組
織
拒

日
夜
吉
闘
レ
た
藝

塞
部

隊
論
の
創
出
者
(
戦
後
享
創
期
の
掌
生
r

運
勤
家
-
学
新
編
集
者
).た
ち
の
衝
迫

と
儒
熱
に
敬
憲
を
払
う
も
の
で
あ
る
。

欝
別
教
宜
部
隊
諭
の
根
底
的
止
場
の
理

諭
構
築
を
わ
れ
わ
れ
は
全
学
新
第
二
十

五
回
全
国
大
会
麟
案
霞
と
し
て
提
出
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る

が
、
そ
の
基
軸
は
、
学
生
存
在
の
陪
緻

性
の
分
析
と
協
働
的
存
立
構
避
の
抽
出

に
あ
る
。

彼
ら
が
寧
つ編
集
方
針
-
学
生
鑑

の
総
体
を
包
蔑

そ
の
中
に
あ
る
意

臓
、
行
勤
、
生
活
、
闘
争
を
紙
面
に
反

映
さ
せ
、
学
生
全
体
の
共
通
認
臓
を
形

成
し
て
い
く
ー
が
、
六
全
協
の
直
後
に

日
共
内
右
派
(栂
造
改
革
派
)
に
よ
っ

て
提
起
さ
れ
た
、
か
の
悪
名
喬
き
「ダ

ン
ス
も
噛
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
」
と
い
う
サ

驚
キ
ユ
レ
ー
シ
ョ
ン
箇
そ
の
も
の
で
あ

る
ζ
♪
ほ
、
火
ろ
自
葛
よ
り
も
明
ら
か

で
あ
る
。
同
盟
の
労
働
組
盒
理動
の
方

抜
と
画
す
る
も
の
は
何
な
の
か
。
日
本

資
本
主
義
の
帝
国
主
義
的
再
編
-
近
代

国
民
体
制
の
確
立
に
対
す
る
闘
い
と
は

、
い
か
な
る
位
相
で
提
起
さ
れ
る
も
の

な
の
か
.
こ
ζ
に
至
っ
で
ほ
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
根
本
的
否
定
以
外
の
何
も
な

い
.
(も
っ
と
も
日
共
「
新
」
規
約
の

「先
進
的
実
行
」
で
は
あ
る
が
》

と
こ
ろ
で
、
セ
ン
タ
ー
は

「早
大
。

慶
大
・
中
大
・
韻
大
な
ど
の
マ
ン
モ
ス

私
大
、
京
大
・阪
大
・
九
大
な
ど
の
国

立
大
な
ど
の
新
珊
は
歴
史
的
蓄
積
も
古

く
・
か
つ
あ
ま
り
に
強
大
な
カ
を
も
っ

て
い
る
か
の
印
象
を
与
民
る
が
、
し
か

し
現
在
、
「全
共
闘
」
一
派
を
新
闇
会

倉
蝋
・社
)
か
ら
放
逐
し
て
い
く
闘
い

が
纂
急
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
学
生
新

聞
民
主
化

(
「の
っ
と
り
」
と
読
め
ー

V
の
闘
い
を
大
き
く
大
狙
に
展
開
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
位
置
付
け

翁
ギ
年
七
月
、
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
)
の
も
と
に
、
「

.の
っ
と
り
三
つ
の
方
法
」
を
庫
頭
に
も

提
起
し
て
い
る
。
ず
な
わ
ち
、

①
全
員
購
読
制
か
つ
自
治
会
の
多
数

派
で
あ
る
場
合
…
多
数
の
支
持
の
も
と

に
新
聞
会
員
を
リ
コ
ー
ル
し
、
編
案
員

を
公
選
化
す
る
。

②
自
由
購
読
制
・
独
立
採
算
制
の
禍

合
…
新
た
に
新
聞
を
発
行
す
る
。

③
小
規
模
の
大
学
、
女
子
大
な
ど
・;

新
聞
会
に
加
入
し
、
全
共
闘
派
を
放
逐

す
る
。

「京
大
学
園
新
聞
」
は
、
彼
ら
が

「最
至
困
難
」
と
自
認
す
る
②
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
内
部

で
も
「成
功
例
な
し
」
と
い
う
有
様
で

あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
澗
知
の
通
り
、
昨
年
十

二
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
、
京
大
に
お

い
て
金
学
新
第
一
一十
五
回
全
国
大
会
を

先
進
的
叢

還
動
を
担
う
全
国
六
十
数

佼
の
新
聞
と
と
も
に
か
ち
と
り
、
全
共

闘
運
勘
の
総
括
に
立
う
て
新
た
な
掌
新

運
動
齢
を
礪
立
、
(
革
命
的
分
掌
》
を

基
軸
と
す
る
学
新
運
勧
の
新
た
な
地
平

へ
の
突
入
を
宣
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
十
年
も
前
に
破
産
し

た
学
薪
齢
に
右
翼
的
に
し
が
み
ミ

・

か
つ
学
生
存
在
の
階
級
的
工
ネ
ル
ギ
ー

に
敵
対
し
で
、
帝
国
主
義
的
秩
序
の
な

か
の
小
市
民
的
自
黙
成
長
性
を
固
定
化

せ
ん
と
す
る
日
共
の
学
新
運
動
を
決
し

.て
許
し
は
し
な
い
。
同
時
に
、
全
学
新

週
動
の
圧
倒
的
な
昂
揚
が
、
全
国
各
大

学
の
学
新
運
勘
を
発
展
・
豊
窩
化
し
て

い
る
現
状
を
報
告
し
て
、
彼
ら
の
愚
か

し
い
策
勘
の
決
定
的
破
産
を
予
習
し
て

お
く
。

.

・r
,
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